
【
本
文
な
ら
び
に
古
語
訳
（
＝
訓
読
）
】 

①
陸
機
辨
亡
論（

３
）

、
其
稱
晉
軍
、
上
篇
謂
之
王
師（

４
）

、
下
篇
謂
之 

強
寇（

４
）

、 

陸
機
が
弁
亡
論
、
其
の
晋
軍
を
称よ

ぶ
に
、
上
篇
に
て
は
之 

を
王
師
と
謂
ひ
、
下
篇
に
て
は
之
を
強
寇
と
謂
ふ
。 

②
文
信
國
指
南

序（
５
）

中
北
字
皆
鹵
字（

６
）

也
、
後
人
不
知
其
意
、 

【
翻
訳
】 

『
日
知

』
抄 

註
釈
〔
第
三
回
〕 

宮 

内 
 

 

保 
 

後 

藤 

英 

明 
 

巻
十
九 

第
十
九
条 
古
文
未
正
之
隱（

２
）

（
＝
史
料
は
未
だ
解
明
さ
れ
ざ
る
暗
示
を
含
む
の
こ
と
） 

 

 

人
は
、
そ
の
個
性
や
置
か
れ
た
環
境
に
応
じ
て
し
ば
し
ば
韜
晦
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
、
や
む
な
く
微
辞
す
な
わ
ち
隠
微
の
表
現
を
用
い
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
昔
孟
軻
も
言
っ
た
よ
う
に
、
先
人
の
文
章
に
臨
ん
で
は
、
そ
の
著
者
の
為
人
・
時
代
の
特
性
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の

文
章
を
収
め
る
書
物
の
編
纂
者
の
為
人
・
時
代
状
況
に
つ
い
て
十
分
に
研
究
し
、
そ
の
上
で
、
こ
れ
を
正
し
く
読
解
す
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
―
―
以
上
が
本
条
則
に
お
け
る
顧
炎
武
の
主
張
で
あ
り
、
こ
れ
を
読
書
・
校
書
の
要
諦
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

宸
匯
鐙
猟
嫗
議
麼
嫖
泌
和
僅
隼
議	

:

「
硬
猟
」
械
械
根
嗤
彭
乂
咨
裏
燕
⑬
椿
。
頁
喇
噐
狛
肇
扮
旗
議
廱
永
繁
賜
宀
園
辞
繁
議
倖
來
才

蒙
歩
桟
廠
栖
音
誼
厮
遇
竃
⑬
議
。
侭
參
朔
栖
議
繁
哘
乎
委
椎
乂
咨
裏
燕
⑬
議
栖
喇
屎
鳩
尖
盾
、
遇
拝
勣
適
薦
噐
志
鹸
圻
栖
議
中
嘆
。

宸
嶽
喘
伉
辛
參
得
協
頁
匯
周
冩
梢
硬
灸
貧
議
穣
馬
椿
。	

キ
ー
ワ
ー
ド 

:
 

未
正
之
隱
、
微
辞
、
知
人
論
世
、
指
南
録
、
心
史 

 

（
１
） 
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不
能
改
之
、
謝
皐
羽
西
臺
慟
哭
記
、
本
當
云
文
信
公
、
而
謬 

云
顏
魯（

８
）

公〔
一
〕

、
本
當
云
季
宋
、
而
云
季
漢
、
凡
此
皆
有
待
於 

後
人
之
改
正
者
也
、 

文
信
国
が
指
南
録
序
中
の
北
の
字
皆
な
鹵(

＝
虜)

の
字
な 

る
に
、
後
人
そ
の
意
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
之
を
改
む
る
こ
と 

能
は
ず
。
謝
皐
羽
が
西
台
慟
哭
記
、
本も

と
当ま

さ

に
文
信
公
と

云
ふ
べ
き
を
、
謬

あ
ざ
む

き
て
顏
魯
公
と
云
ひ
、
本
と
当
に
季
宋 

と
云
ふ
べ
き
を
、
季
漢
と
云
ふ
。
凡
そ
此
れ
ら
皆
な
後
人

の
改
正
を
待
つ
者
な
り
。 

胡
身
之
注
通
鑑
、
至
二
百
八
十
巻
石
敬
瑭
以
山
後
十
六
州
賂

契
丹
之
事
、
而
云
自
是
之
後
、
遼
滅
晉
、
金
破
宋
、
其
下
缺 

文
一
行
、
謂
蒙
古
滅
金
取
宋
、
一
統
天
下
、
而
諱
之
不
書
、 

此
有
待
於
後
人
之
補
完
者
也
、 

胡
身
之 

通
鑑
に
注
し
て
、
巻
二
百
八
十
の
石
敬
瑭 

山
後 

十
六
州
を
以
て
契
丹
に

賂
ま
ひ
な
ひ

す
の
事
に
至
れ
ば
、
是
よ
り 

後
、
遼 

晋
を
滅
ぼ
し
、
金 

宋
を
破
る
と
云
ひ
つ
つ
、
其 

の
下
に
文
一
行
を
欠
く
。
謂お

も

ふ
に
、
蒙
古 

金
を
滅
ぼ
し
宋 

を
取
り
て
天
下
を
一
統
す
れ
ば
、
之
を
諱い

み
て
書
さ
ざ
り 

し
な
ら
ん
。
此
れ
後
人
の
補
完
を
待
つ
者
な
り
。 

漢
人
言
、
春
秋
所
貶
損
大
人
、
當
世
君
臣
、
有
威
權
勢
力 

者
、
其
事
皆
見
於
書
、
故
定
哀
之
間
多
微
辭
、
況
於
易
姓
改 

物
、
制
有
華
夏
者
乎
、 

漢
人

か
ん
ひ
と

言
へ
ら
く
、
春
秋
貶
損
す
る
所
の
大
人
は
、
当
世

と

き

の 

君
臣
の
（
う
ち
）
威
権
勢
力
有
る
者
に
し
て
、
其
の
事
皆

な
書
に
見
ゆ
、
と
。
故
に
定
（
公
）
哀
（
公
）
の
間
に
微

辞
多
し
。
況
ん
や
姓
を
易
え
物
を
改
め
、
制
し
て
華
夏
を

有
す
る
者
に
於
て
を
や
。 

孟
子
曰
、
不
知
其
人
可
乎
、
是
以
論
其
世
也
、
習
其
讀
而
不 

知
、
無
爲
貴
君
子
矣
、 

孟
子
曰
は
く
、
其
の
人
を
知
ら
ざ
る
、
可
な
ら
ん
や
、
是こ

こ

を 

以
て
其
の
世
を
論
ず
る
な
り
、
と
。 

其
の
読
を
習
ひ
て
知

ら
ざ
る
は
、
君
子
を
貴
ぶ
と
為
す
無
き
な
り
。 

③
鄭
所
南
心
史
書
文
丞
相
事
言
、
公
自
序
本
末
、
未
有
稱
彼
曰

大
國
、
曰
丞
相
、
又
自
稱
天
祥
、
皆
非
公
本
語
、
舊
本
皆
直

斥
彼
酋
名
、
然
則
今
之
集
本
、
或
皆
傳
書
者
所
改
、 

鄭
所
南
が
心
史 

文
丞
相
が
事
を
書
し
て
言
は
く
、（
文
信
）

公 

本
末
を
自
序
せ
ら
る
る
に
、
未
だ
彼
を
称
し
て
大 

国
と
曰
ひ
丞
相
と
曰
ふ
こ
と
有
ら
ざ
る
、
又
た
自
ら
を
天 

祥
と
称
す
る
は
、
皆
な
公
が
本
語
に
非
ず
。
旧
本
皆
な
直た 

だ
彼か

れ

が
酋
名

し

こ

な

を

斥
し
り
ぞ

け
た
る
の
み
、
と
。
然
ら
ば
則
ち
今
の 

（
７
） 

（
９
） 

（
10
） 

（
11
） 

（
12
）
〔
二
〕 

（
13
） 

（
14
） 

（
15
） 

（
16
） 

（
17
） 

（
18
） 

（
19
） 

－135－ 

（ 2 ） 



「文学部紀要」文教大学文学部第 15-1 号 宮内 保・後藤英明 

集
本
、
或
は
皆
な
伝
書
者
の
改
め
し
所
な
ら
ん
。 

④
金
史
紇
石
烈
牙
吾
塔
傳
、
北
中
亦
遣
唐
慶
等
往
來
議
和
、
完 

顏
合
達
傳
、
北
中
大
臣
以
輿
地
圖
指
示
之
、
完
顏
賽
不
傳
、 

按
春
自
北
中
逃
回
、
北
中
二
字
不
成
文
、
蓋
鹵
中
也
、
修
史

者
仍
金
人
之
未
改
、 

金
史
の
紇
石
烈
牙
吾
塔
伝
に
、
北
中
も
亦
た
唐
慶
ら
を
し

て
往
来
し
和
を
議
せ
し
む
、
と
あ
り
、
完
顏
合
達
伝
に
北

中
の
大
臣
與
地
図
を
以
て
之
に
指
示
す
、
と
あ
り
、
完
顏

賽
不
伝
に
按
ず
る
に
春
北
中
よ
り
逃
回
す
、
と
あ
り
。（
こ

れ
ら
）
北
中
の
二
字
、
文
を
成
さ
ず
。
蓋
し
（
元
来
）
鹵 

（
＝
虜
）
中
た
り
し
を
、
修
史
者
金
人
の
未
だ
改
め
ざ
り
た 

る
に
仍よ

り
し
な
ら
ん
。 

⑤
晉
書
劉
元
海
石
季
龍
、
作
史
者
自
避
唐
諱
、
後
之
引
書
者
多 

不
知
而
襲
之
、
唯
通
鑑
并
改
從
本
名
、 

晋
書
の
劉
元
海
・
石
季
龍
、
作
史
者
自お

の

ず
か
ら
唐
の
諱
を 

避
け
た
る
を
、
後
の
引
書
す
る
者
、
多
く
は
知
ら
ず
し
て

之
を
襲
ふ
。
唯
だ
通
鑑
の
み
并
な
改
め
て
本
名
に
従
ふ
。 

   

【
原
注
な
ら
び
に
古
語
訳
（
＝
訓
読)

】 

〔
一
〕
楊
氏
曰
、
本
文
但
云
唐
宰
相
魯
公
、
不
云
顏
。 

楊
氏
（
＝
楊
宁
）
曰
は
く
、
本
文
但
だ
唐
宰
相
魯
公
と

の
み
云
ひ
て
、
顏
を
云
は
ず
、
と
。 

〔
二
〕
原
注
、
漢
書
藝
文
志
。 

（
顧
炎
武
が
）
原
注
に
、
漢
書
芸
文
志
な
り
、
と
あ
り
。 

  【
注
釈
者
補
注
】 

１
、
古
文 

通
常
は
古
代
の
文
字
や
先
秦
の
散
文
お
よ
び
文
体

タ

イ

プ 

と
し
て
の 

〝
古
文
〟 

な
ど
を
指
す
こ
と
、
改
め
て
言
い
出
す

ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
時
代
を
特
定
せ
ず
に
、
広
く 

過
去
の
文
献
史
料
を
指
す
。
こ
の
際
特
に
注
目
す
べ
き
は
、 

取
り
上
げ
ら
れ
た
「
古
文
」
の
す
べ
て
が
史
論
・
史
伝
の
類

で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
司
馬
温
公
光
が
幼

少
の
頃
か
ら
な
か
ん
づ
く
史
書
に
慣
れ
親
し
ん
だ
こ
と
は
余

り
に
名
高
い
が
、
顧
炎
武
も
ま
た
少
年
期
か
ら
養
祖
父
の
紹

芾
に
従
っ
て
『
左
傳
』『
史
記
』『
漢
書
』『
通
鑑
』
等
々
に
親

炙
し
た
と
い
う
（
「
鈔
書
自
序
」:

『
亭
林
文
集
』
巻
二
所
収
）。 

こ
の
期
の
人
々
の
少
年
期
に
お
け
る
こ
う
し
た
体
験
が
顧

（
20
） 

（
20
） 

（
21
） 

（
22
） 
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炎
武
を
含
む
明
末
清
初
の
知
識
人
た
ち
に
、
さ
ら
に
広
く
は

清
代
考
証
学
者
た
ち
に
通
底
す
る
歴
史
主
義
を
や
が
て
現
出 

さ
せ
る
所
と
な
っ
た
、
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。 

２
、
未
正
之
隱 

「
正
」
は
「
糾
正
〔
＝
糾し

ら

べ
正な

ほ

す
〕」
、
あ
る 

 

い
は
「
校
正
〔
＝
校く

ら

べ
正た

だ

す
〕」
の
「
正
〔
＝
た
だ
す
。
な
ほ 

 

す
〕」
に
同
じ
。
「
隱
」
は
「
隱
微
〔
＝
隠か

く

れ
微か

す

む
〕」
「
隱
諱 

 

〔
＝
隠か

く

し
諱さ

け

る
〕」
な
い
し
「
索
隱
〔
＝
隠か

く

れ
た
る
を
索
む
〕」 

な
ど
の
「
隱
〔
＝
か
く
る
。
か
く
す
〕」
と
同
義
。
し
か
し
て

「
未
正
之
隱
」
と
は
、
〈
な
お
秘
め
ら
れ
た
ま
ま
な
る
真
相
〉、

な
い
し
〈
未
だ
明
か
さ
れ
ざ
る
奥
義
〉
の
意
で
あ
る
。 

人
は
、
こ
こ
で
誰
し
も
司
馬
遷
の
例
の
「
発
憤
著
書
」
説

を
、
す
な
わ
ち
「
夫
詩
書
隱
約
者
、
欲
遂
其
志
之
思
也
、
…

…
人
皆
意
有
所
鬱
結
、
不
得
通
其
道
也
、
云
云
〔
＝
い
っ
た

い
詩
（
経
）
や
書
（
経
）
が
隠
微
で
簡
約
な
の
は
、
著
者
・ 

筆
者
が
自
身
の
理
想
の
実
現
を
願
う
か
ら
な
の
で
あ
る
。 

…
…
（
だ
が
）
人
は
皆
な

意
こ
こ
ろ

の
中
に
屈
託
し
た
も
の
を 

も
ち
な
が
ら
、
そ
の
屈
託
ゆ
え
に
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
は
表

現
で
き
な
い
も
の
な
の
だ
、
云
云
〕」
と
の
人
生
観
・
世
界
観

を
、
思
い
お
こ
す
に
違
い
な
い
。
さ
よ
う
、
本
条
で
の
顧
炎

武
は
正
に
司
馬
遷
の
「
発
憤
」
に
同
情
し
て
い
た
に
相
違
な

く
、
そ
の
「
所
鬱
結
」
と
は
北
方
か
ら
の
侵
略
者
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
屈
託
に
他
な
ら
な
い
。 

以
上
を
要
す
る
に
、
顧
炎
武
の
所
謂
「
未
正
之
隱
」
と
は
、 

即
ち
北
方
か
ら
の
征
服
者
に
対
す
る
南
方
人
あ
る
い
は
南
方 

政
権
の
側
の
〈
真
実
な
い
し
感
情
〉
で
あ
る
と
考
え
て
可
い
。 

本
条
所
引
の
諸
書
（
陸
機
『
弁
亡
論
』
に
始
ま
っ
て
司
馬
光

『
資
治
通
鑑
』
に
至
る
）
が
何
れ
も
北
方
政
権
へ
の
強
い
意
識

の
所
産
で
あ
る
、
と
い
う
点
を
見
落
と
し
て
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
顧
炎
武
に
は
ま
た
『
形
勢
論
』
と
て

古
来
江
南
に
都
し
た
八
王
朝
（
＝
孫
呉
・
東
晋
・
劉
宋
・
斉
・

梁
・
陳
・
南
唐
・
南
宋
）
衰
亡
を
論
じ
た
一
文
の
あ
っ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
る
（
『
亭
林
文
集
』
補
遺
）。 

３
、
陸
機
辨
亡
論 

陸
機
（
二
六
一
～
三
〇
三
、
字
は
士
衡
） 

は
三
国
呉
の
名
相
と
し
て
聞
こ
え
た
陸
遜
（
一
八
三
～
二
四

五
）
の
孫
に
し
て
、
大
司
馬
陸
抗
（
二
二
六
～
二
七
四
）
の 

第
四
子
。
す
な
わ
ち
呉
国
屈
指
の
名
家
の
出
身
で
あ
る
。 

は
じ
め
孫
皓
の
鳳
凰
三
年
（
＝
晋
、
武
帝
の
泰
始
十
年
、
二

七
八
年
）
、
十
四
歳
の
年
に
父
抗
が
病
没
す
る
や
、
そ
の
軍
旅

を
三
人
の
兄
（
晏
・
景
・
玄
）
お
よ
び
一
歳
年
下
の
弟
（
雲
）

ら
と
と
も
に
分
割
相
続
し
て
国
防
に
当
っ
た
。
し
か
し
な
が 
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ら
、
す
で
に
呉
の
国
力
は
晋
の
そ
れ
に
抗
す
べ
く
も
な
く
、 

天
紀
四
年
（
晋
の
太
康
元
年 :

 

二
八
〇
年
）
す
な
わ
ち
陸
機

二
十
歳
の
年
、
晋
の
征
南
大
将
軍
杜
預
麾
下
の
王
渾
・
王
濬

ら
の
軍
勢
の
前
に
、
建
業
は
陥
落
し
、
つ
い
で
呉
国
は
滅
亡

す
る
。
以
後
の
約
十
年
を
亡
国
の
遺
臣
と
し
て
郷
里
に
蟄
居

し
た
後
、
晋
の
惠
帝
（
在
位 :

 

二
九
〇
～
三
〇
六
）
の
永
煕

元
年
（
二
九
〇
年
）
頃
、
恐
ら
く
は
度
重
な
る
強
要
に
屈
し

て
、
北
上
し
出
仕
し
た
。
が
、
後
年
、
晋
の
い
わ
ゆ
る
八
王

の
乱
（
三
〇
〇
～
三
〇
六
）
に
巻
き
込
ま
れ
、
四
十
二
歳
で

非
業
の
死
を
遂
げ
た
。 

『
弁
亡
論
』
上
下
両
篇
は
、
け
だ
し
出
仕
後
の
作
で
あ
ろ
う
。

上
篇
が
主
と
し
て
呉
国
の
隆
盛
の
所
以
を
名
君
と
名
臣
の
排

出
に
求
め
、
こ
れ
を
誇
ら
か
に
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
下

篇
で
は
一
転
し
て
主
君
の
失
政
・
暗
愚
と
臣
下
の
無
能
・
背

信
と
を
亡
国
の
因
と
し
、こ
れ
を
手
厳
し
く
指
弾
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
陸
機
辨
亡
、
效
過
秦
而
不
及
〔
＝
陸
機
の

弁
亡
論
は
、
賈
誼
の
過
秦
論
を
手
本
と
し
な
が
ら
、
劣
っ
て

い
る
〕」（
『
文
心
雕
龍
』
論
説
第
十
八
）
と
い
っ
た
評
が
行
わ

れ
て
来
た
よ
う
に
、
こ
の
『
論
』
は
、
お
よ
そ
「
論
」
文
体

の
属
性
た
る
客
観
性
に
や
ゝ
欠
け
る
嫌
い
が
あ
り
、
従
っ
て

批
判
精
神
が
稀
薄
で
あ
る
と
の
憾
み
無
し
と
し
な
い
。 

以
上
の
よ
う
な
陸
機
と
そ
の
『
弁
亡
論
』
と
を
、
顧
炎
武

が
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
意
図
は
奈
辺
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
国
・
晋
の
興
亡
を
運
命
論

の
立
場
か
ら
論
じ
た
史
料
に
干
宝
『
晋
紀
』
が
あ
る
。
そ
の

「
論
武
帝
革
命
」
の
冒
頭
に
、「
帝
王
之
興
、
必
俟
天
命
、
苟

有
代
謝
、
非
人
事
也
、
文
質
異
時
、
興
建
不
同
〔
＝
王
者
が

興
起
す
る
に
は
、
天
命
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
以

上
、
王
者
・
王
朝
の
興
亡
は
人
意
の
及
ぶ
所
で
な
い
。
天
道

（
＝
陽
）
の
気
た
る
質
と
地
道
（
＝
陰
）
の
気
た
る
文
と
が
交

替
す
る
に
応
じ
て
、
王
者
・
王
朝
の
興
亡
も
繰
り
返
さ
れ
る

の
だ
〕」
と
こ
の
東
晋
初
期
の
京
房
易
・
夏
侯
易
の
信
奉
者
は

論
じ
て
い
る
が
、
い
ま
顧
炎
武
も
ま
た
そ
う
し
た
人
生
観
・

世
界
観
に
魅
か
れ
て
い
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。 

４
、
王
師
・
強
寇 

『
弁
亡
論
』
は
、
た
し
か
に
敵
国
晋
の
軍

勢
の
こ
と
を
、
上
篇
と
下
篇
と
で
呼
び
違
え
て
お
り
、
顧
炎

武
は
こ
の
呼
称
の
相
違
に
着
目
し
て
、
そ
こ
に
陸
機
（
こ
の

南
方
人
）
の
内
面
（
＝
真
実
と
感
情
と
）
を
探
ろ
う
と
し
て 

い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
―
―
上
篇
で
は
「
爰
及
末
葉
、 

羣
公
既
喪
、
然
後
黔
首
有
瓦
解
之
志
、
皇
家
有
土
崩
之
釁
。
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暦
命
應
化
而
微
、
王
師
躡
運
而
發
〔
＝
呉
国
も
末
葉
に
な
る

と
、（
わ
が
父
祖
の
遜
や
抗
の
よ
う
な
）
す
ぐ
れ
た
人
材
は
も

は
や
な
く
、（
国
主
孫
皓
の
暴
虐
失
政
に
辟
易
す
る
）
臣
下
・ 

領
民
の
間
に
は
国
家
転
覆
の
気
運
が
起
こ
り
、
国
主
一
族
の

間
に
も
亀
裂
が
生
じ
た
。
こ
う
し
て
天
命
が
呉
か
ら
離
れ
る

と
、
晋
の
国
軍
は
天
運
に
乗
じ
て
活
発
化
し
た
の
だ
っ
た
〕
」

の
ご
と
く
に
「
王
師
（
＝
国
軍
）」
と
呼
び
な
が
ら
、
下
篇
で

は｢

逮
歩
闡
之
亂
、
憑
寶
城
以
延
強
寇
、
重
資
幣
以
誘
羣
蠻
、 

…
…
反
虜
蜿
跡
待
戮
、
而
不
敢
北
窺
生
路
、
彊
寇
敗
績
宵
遁
、 

喪
師
大
半
〔
＝
（
わ
が
父
陸
抗
は
、
重
臣
歩
隲
の
遺
児
）
歩

闡
が
晋
に
寝
返
っ
た
時
、
堅
固
な
（
西
陵
の
）
城
郭
に
立
て

籠
も
り
、(

反
乱
軍
を
西
陵
内
城
に
押
し
込
め
る
か
た
わ
ら
、

晋
の
荊
州
刺
史
楊
肇
が
ひ
き
い
る)

強
大
な
侵
略
軍
を
お
び

き
寄
せ
、
手
厚
い
贈
り
物
で
豪
族
た
ち
を
手
な
ず
け
た
の
だ

っ
た
。
…
…
（
西
陵
の
内
城
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
、
歩
闡
の
）

反
乱
軍
は
戦
意
を
失
っ
て
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
い
、
北
へ 

活
路
を
求
め
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、（
楊
肇
の
）
侵

略
軍
も
夜
陰
に
紛
れ
て
敗
走
し
、
半
分
以
下
の
兵
力
と
な
っ

た
。
）
〕
と
し
て｢

強
寇
（
＝
侵
略
軍
）｣

と
断
じ
て
い
る
。 

う
ち
前
者
は
、
呉
の
天
紀
四
年
（
晋
の
太
康
元
年 :

 

二
八

〇
年
）、
晋
軍
の
前
に
呉
軍
が
総
崩
れ
と
な
っ
た
時
の
状
況
で

あ
り
、
李
善
は
こ
れ
に
注
記
し
て
「
王
師
謂
晉
師
也
。
…
…

干
寳
晉
紀
曰
、
咸
寧
五
年
十
一
月
、
命
安
東
將
軍
王
渾
向
揚

州
、
龍
驤
將
軍
王
濬
帥
巴
蜀
之
卒
、
浮
江
而
下
〔
＝
王
師
と 

は
晋
の
正
規
軍
の
こ
と
を
言
う
。
…
…
干
宝
の
『
晋
紀
』
に
、 

（
晋
は
）
咸
寧
五
年
十
一
月
、
安
東
将
軍
王
渾
に
揚
州
方
面
へ

の
進
攻
を
命
じ
、
龍
驤
將
軍
王
濬
を
し
て
巴
蜀
の
師
団
を
率

い
、
長
江
を
下
流
へ
と
進
撃
せ
し
め
た
〕」（
『
文
選
』
巻
五
十

三
）
と
言
う
。
要
す
る
に
、
晋
の
圧
倒
的
な
国
力
と
呉
の
無

力
と
を
鮮
や
か
に
描
き
わ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
命
に
よ

．
．
．
．

る．
大
勢
の
推
移
の
如
何
と
も
為
し
難
い
こ
と
を
暗
示
（
す
な

わ
ち
「
隠
」
）
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

対
す
る
に
後
者
は
、
鳳
凰
元
年
（
晋
の
泰
始
八
年
、
二
七 

二
年
）
す
な
わ
ち
前
者
よ
り
八
年
前
、
呉
の
大
司
馬
陸
抗
が
、 

背
信
者
の
歩
闡
を
切
り
か
つ
晋
将
楊
肇
の
軍
を
撃
退
し
た
武

勲
を
言
う
。
歩
闡
が
か
つ
て
の
呉
の
宰
相
歩
隲
の
遺
児
で
あ 

っ
た
こ
と
は
引
用
文
訳
に
補
記
し
て
お
い
た
と
お
り
で
、 

都
督
西
陵
諸
軍
事
と
い
う
身
分
の
ま
ま
晋
に
投
降
し
た
人
物

で
あ
る
。
し
か
も
呉
に
と
っ
て
、「
西
陵
建
平
、
國
之
蕃
表
〔
＝

西
陵
と
建
平
と
は
、
呉
国
の
藩
表
〕」
で
あ
り
、「
西
陵
國
之
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西
門
、
雖
云
易
守
、
亦
復
易
失
〔
＝
西
陵
は
（
呉
）
国
の
西 

門
で
あ
る
が
、
守
り
易
く
は
あ
っ
て
も
、
同
時
に 

破
ら
れ

や
す
く
も
あ
る
〕」（
『
資
治
通
鑑
』
巻
八
十
）
だ
っ
た
。
歩
闡

が
そ
の
こ
と
に
無
知
だ
っ
た
は
ず
は
な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、

こ
の
裏
切
り
行
為
に
出
た
に
つ
い
て
は
、
む
ろ
ん
容
認
す
る

訳
に
は
行
か
な
い
が
、
な
お
十
分
に
納
得
で
き
る
理
由
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
亡
主
孫
皓
の
暗
愚
暴
虐
ぶ
り
が
因
で
将
来

へ
の
希
望
が
も
て
な
か
っ
た
と
い
う
人
事
の
不
調

．
．
．
．
．
、
そ
の
こ 

と
が
歩
闡
を
し
て
か
か
る
挙
動
に
奔
ら
せ
た
の
で
あ
る
、 

と
。
顧
炎
武
の
眼
に
、
明
の
叛
臣
呉
三
桂
あ
る
い
は
奸
臣
馬 

士
英
の
如
き
は
歩
闡
や
張
布
あ
た
り
と
間
然
す
る
所
な
く
、 

多
爾
袞

ド

ル

ゴ

ン

率
い
る
所
の
後
金
（
＝
満
淸
）
侵
略
軍
は
さ
し
ず 

め
歩
闡
の
手
引
を
得
て
呉
国
に
雪
崩
れ
込
ん
だ
楊
肇
麾
下
の

晋
軍
に
他
な
ら
な
い
。 

５
、
文
信
國
指
南

序 

南
宋
末
の
文
人
宰
相
文
天
祥
（
一
二 

三
六
～
一
二
八
二
）
は
、
字
を
宋
瑞
、
号
し
て
文
山
と
い
い
、 

廬
陵
（
現
在
の
江
西
省
吉
水
市
）
の
人
。
そ
の
爵
位
が
信
國

公
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
文
信
國
と
も
文
信
公
と
も
称
さ
れ

る
。
張
世
傑
・
陸
秀
夫
ら
と
相
い
提
携
し
て
南
宋
の
延
命
を

謀
っ
た
が
、
事
成
ら
ず
し
て
宋
室
に
殉
じ
た
忠
臣
。
さ
な
が

ら
明
末
の
史
可
法
（
？
～
一
六
四
五
）
と
い
っ
た
役
ど
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
現
に
顧
炎
武
に
は
文
天
祥
を
史
可
法
に
な
ぞ
ら

え
た
賦
詩
が
数
首
あ
り
、
う
ち
例
え
ば
「
榜
人
曲
」
二
首
其

二
（
『
亭
林
詩
集
』
巻
二
所
収
）
に
は
、 

 
 

眞
州
城
子
自
堅 

真
州
の
城
子
自
ず
か
ら
堅
く
、 

 
 

京
口
長
江
無
恙 

京
口
長
江 

恙
な
し
。 

 
 

艤
舟
夜
近
江
南 

舟
を
艤
し
て
江
南
に
近
づ
く
、 

 
 

恐
有
南
朝
丞
相 

恐
ら
く
は
南
朝
の
丞
相
有
り
。 

と
文
天
祥
の
悪
戦
苦
闘
に
擬
し
て
史
可
法
の
最
期
を
弔
歌
し

て
い
る
。 

詩
集
「
指
南
録
」
四
巻
は
、
文
天
祥
が
右
丞
相
と
な
っ
た

四
十
一
歳
の
年
（
徳
祐
二
年
、
一
二
七
六
年
＝
南
宋
滅
亡
の

三
年
前
）
、
北
と
西
の
両
方
面
か
ら
臨
安
（
＝
杭
州
）
目
指
し

て
迫
り
来
る
蒙
古
（
大
元
国
）
に
和
平
を
求
め
て
使
者
に
立

っ
た
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
拘
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
折
に
も
の

し
た
篇
什
八
十
一
首
と
自
序
と
後
序
と
か
ら
成
る
（
こ
こ
に

「
指
南
」
と
は
〈
北(

＝
蒙
古)

の
地
か
ら
南
（
＝
宋
）
の
故
地

を
目
指
す
〉
と
の
意
で
あ
る
〉。
ほ
か
に
「
指
南
後
録
」
四
巻

も
あ
り
、
と
も
に
『
文
山
先
生
文
集
』
巻
十
三
、
十
四
に
収

め
ら
れ
て
い
て
、
明
末
清
初
お
よ
び
清
末
民
国
初
に
お
け
る
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民
族
意
識
を
大
い
に
高
揚
さ
せ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
シ
ョ
ウ

ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
い
わ
ば
起
爆
剤
の
一
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ど

に
つ
い
て
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
清
初
の
顧
炎
武
や
王
夫

之
な
ど
と
い
っ
た
人
々
は
、
そ
の
よ
う
な
い
く
ぶ
ん
狂
信
的

な
民
族
主
義
者
の
先
魁
た
る
に
愧
じ
な
い
。
因
に
淸
末
の
呉

趼
人
『
痛
史
』
な
ど
は
、
文
天
祥
を
主
人
公
と
し
つ
つ
「
（
異

民
族
へ
の
）
敵
愾
心
を
煽
る
こ
と
で
、
維
新
と
愛
国
と
を
鼓

吹
し
た
」（
魯
迅
『
中
國
小
説
史
略
』
第
二
十
八
編
）
通
俗
小

説
中
の
秀
作
と
評
し
て
可
い
で
あ
ろ
う
。 

６
、
北
字
皆
鹵
字 

 

「
鹵
」
は
夷
狄
・
劣
等
人
種
を
意
味
す
る

「
虜
」
の
仮
借
で
あ
り
、
原
鈔
本
『
日
知
録
』
で
は
「
虜
」
字

が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
を
、
黄
汝
成
の
『
集
釈
』
で
は
、
す

べ
て
「
鹵
」
に
改
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
満
清
王
朝
を
憚
っ

た
た
め
で
あ
る
。『
文
山
先
生
文
集
』
諸
本
の
う
ち
、
い
わ
ゆ

る
韓
雍
刻
本
（
明
、
景
泰
六
年 :

 

一
四
四
五
年
刊
）・
張
元
瑜

刻
本
（
明
、
嘉
靖
三
十
九
年 :

 

一
五
六
〇
年
刊
）
所
収
の
「
指

南
録
」
の
自
序
お
よ
び
後
序
、
す
な
わ
ち
顧
炎
武
所
見
の
そ

れ
ら
に
は
「
北
兵
」
「
虜
師
」
「
北
虜
」
な
ど
の
語
が
頻
出
す

る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
「
北
虜
」
が
す
で
に
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、
そ
こ
で
の
「
北
」
字
す
べ
て
を
「
虜
」
字
に
置
換
し

て
読
む
必
要
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
北
兵
」「
虜

師
」
の
よ
う
に
「
北
」
「
虜
（
＝
鹵
）」
が
並
行
し
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
の
意
味
こ
そ
が
問
わ
る
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
言

え
よ
う
。 

７
、
謝
皐
羽
西
臺
慟
哭
記 

 

謝
翺
（
一
二
四
九
～
一
二
九
五
）

は
、
字
を
皐
羽
、
号
を
晞
髮
子
と
い
い
、
長
溪
（
現
在
の
福

建
省
霞
浦
）
の
人
。
宋
末
元
初
の
い
わ
ゆ
る
烈
士
の
一
人
で

あ
る
。
後
世
の
い
わ
ゆ
る
書
香
家
の
子
弟
で
、
咸
淳
年
間
（
一 

二
六
五
～
一
二
七
四
）
に
進
士
科
に
応
じ
た
が
及
第
せ
ず
、 

文
天
祥
が
建
平
（
福
建
）
に
幕
府
を
開
い
た
時
（
祥
興
元
年
、 

一
二
七
八
年
）
に
は
私
財
を
投
じ
て
募
兵
し
、
文
天
祥
幕
下

へ
馳
せ
参
じ
て
諮
議
参
軍
と
な
っ
た
。
宋
の
滅
亡
後
は
民
間

に
隠
れ
て
家
学
の
春
秋
学
を
信
奉
し
、
抵
抗
の
立
場
を
貫
き

通
し
た
。
そ
の
伝
記
は
、
黄
宗
羲
『
宋
元
學
案
』
の
巻
五
十

六
お
よ
び
柯
劭
忞
『
新
元
史
』
の
巻
二
百
四
十
一
に
、
さ
さ

や
か
に
見
え
て
い
る
。
ま
た
淸
人
徐
沁
の
手
に
成
っ
た
や
や

詳
細
な
年
譜
が
『
昭
代
叢
書
』
甲
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

「
西
臺
慟
哭
記
」
の
原
題
は
「
登
西
臺
慟
哭
記
〔
＝
西
台
に

登
り
て
慟
哭
す
る
の
記
〕」
で
、
至
元
二
十
七
年
（
一
二
九
〇

年
）
す
な
わ
ち
宋
が
滅
亡
し
て
か
ら
十
一
年
を
経
た
時
点
で
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の
作
で
あ
る
。
そ
の
「
西
臺
」
と
は
前
漢
末
の
烈
士
嚴
光
（
字

は
子
陵
）
ゆ
か
り
の
桐
廬
（
浙
江
省
）
の
高
台
（
嚴
子
陵
釣

台
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
地
で
文
天
祥
の
霊
を
祭
っ
た
際

に
綴
っ
た
文
が
す
な
わ
ち
「
西
台
慟
哭
記
」
で
あ
る
。
元
人

張
丁
の
撰
に
係
る
「
西
台
慟
哭
記
註
」
が
『
四
庫
全
書
』
に

収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
顧
炎
武
が
読
ん
だ
の
も
恐
ら
く
は
こ

の
張
注
本
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
別
に
黄
宗
羲
に
よ
る
詳
細

な
注
記
本
が
あ
る
（
こ
れ
も
『
昭
代
叢
書
』
の
庚
集
碑
編
に

収
め
ら
れ
て
い
る
）。 

８
、
顏
魯
公
、
季
漢 

唐
の
忠
臣
に
し
て
文
人
宰
相
で
あ
っ
た

顏
眞

（
七
〇
九
～
七
八
四
）
諡
は
文
忠
、
封
は
魯
郡
公
の 

 

こ
と
。
文
天
祥
と
言
う
べ
き
所
を
、
蒙
古
元
王
朝
に
憚
っ
て
、 

 

同
じ
く
文
人
宰
相
だ
っ
た
顏
眞

の
名
を
借
り
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
「
西
台
慟
哭
記
」
冒
頭
に
は
「
始
故
人
唐
宰
相
魯
公 

開
府
南
服
、
予
以
布
衣
從
戎
〔
＝
始
め
故
人
の
唐
宰
相
魯
公 

府
を
南
服
に
開
か
れ
し
と
き
、
予わ

れ

布
衣
な
る
を
以
て
戎
に
従 

へ
り
〕」
と
あ
る
の
み
で
、「
顏
」
字
が
見
え
な
い
こ
と
、
楊

宁
の
注
記
（
原
注
〔
一
〕
）
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
前
出
の
張
丁
は
「
按
稱
唐
魯
公
而 

不
姓
者
、
猶
韓
愈
稱
董
晉
爲
隴
西
公
之
類
〔
＝
按
ず
る
に
、 

唐
魯
公
と
呼
び
な
が
ら
姓
を
示
し
て
い
な
い
の
は
、
ち
ょ
う

ど
韓
愈
が
董
晋
の
こ
と
を
隴
西
公
と
呼
ん
だ
の
と
お
な
じ
で 

あ
る
〕」
と
い
う
。
そ
の
「
猶
韓
愈
…
…
之
類
」
と
言
う
の
は
、 

宋
、
廖
塋
中
校
注
本
『
昌
黎
先
生
集
』
巻
二
十
九
所
収
の
「
唐

故
朝
散
大
夫
商
州
刺
史
除
名
徙
封
董
府
君
墓
誌
銘
」
に
見
え

る
「
丞
相
贈
太
師
隴
西
恭
惠
公
第
二
子
、（
注
）
隴
西
公
董
晉 

也
」
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
く
前
出
の
黄
宗
羲
は 

「
稱
魯
公
者
、
周
文
公
封
魯
、
故
言
文
公
爲
魯
公
也
」
と
注
し

て
い
る
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
例
の
「
索
隱
（
＝
隠
れ
た
る
を
索

む
る
）」
作
業
の
類
に
他
な
ら
な
い
。 

「
西
臺
慟
哭
記
」
の
末
尾
に
「
余
嘗
欲
倣
太
史
公
著
季
漢
月 

表
如
秦
楚
之
際
、
今
人
不
有
知
余
心
、
後
之
人
必
有
知
余
者
。 

云
云
〔
＝
余
嘗
て
太
史
公
に
倣
ひ
て
季
漢
の
月
表
を
著
は
す

こ
と
秦
楚
の
際
の
如
か
ら
ん
と
欲
す
。
今
人
余
が
心
を
知
る

こ
と
有
ら
ざ
ら
ん
も
、
後
の
人
必
ず
や
余
を
知
る
も
の
有
ら

ん
。
云
々
〕」
と
い
う
。「
漢
末
（
＝
宋
末
）」
の
目
ま
ぐ
る
し

い
変
転
の
記
録
を
司
馬
遷
の
「
秦
楚
之
際
月
表
」
風
な
月
表

に
仕
立
て
て
み
た
い
と
考
え
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

か
く
、「
魯
公
」
と
い
い
「
漢
末
」
と
い
う
も
、
い
づ
れ
に

せ
よ
例
の
「
漢
皇
重
色
思
經
國
、
御
宇
多
年
求
不
得
」（
『
長
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恨
歌
』）
の
類
の
見
え
透
い
た
韜
晦
以
外
で
は
な
い
。
た
だ
し 

顧
炎
武
が
読
者
に
求
め
る
も
の
は
、
後
に
も
見
る
よ
う
に
、 

単
な
る
「
索
隱
」
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
正
に
韜
晦
の
意

味
そ
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
が
韜
晦
の
表
現
を 

用
い
る
に
は
、
必
ず
や
そ
れ
相
応
の
理
由
が
あ
る
の
だ
か
ら
、 

そ
の
理
由
に
対
す
る
真
摯
な
吟
味
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
、 

と
い
う
の
が
顧
炎
武
の
主
張
な
の
で
あ
る
。 

９
、
胡
身
之 

『
資
治
通
鑑
』
の
注
釈
者
と
し
て
名
高
い
胡
三

省
の
こ
と
。
身
之
は
そ
の
字
。
宋
末
、
宝
祐
年
間
（
一
二
五

三
～
一
二
五
八
）
の
進
士
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
生
卒

年
は
じ
め
閲
歴
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
な
点
が
多
い
。
わ
ず 

 

か
に
『
宋
元
學
案
』
巻
八
十
五
に
簡
素
な
伝
が
見
え
お
り
、 

 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
―
―
王
應
麟
（
深
寧 :

 
一
二
二
三
～
一
二

九
六
）
の
門
に
学
ん
で
『
通
鑑
』
に
親
し
ん
だ
ら
し
い
。
の

ち
、
宰
相
賈
似
道
（
一
二
二
〇
～
一
二
七
五
。
こ
の
文
天
祥

ら
の
政
敵
に
し
て
、
自
己
顕
示
欲
と
猜
疑
心
の
強
さ
故
に
さ 

ま
ざ
ま
な
失
政
を
重
ね
終
に
宋
の
滅
亡
を
早
め
た
、
と
さ
れ 

 

る
人
物
）
の
知
遇
を
得
て
、
伯
顏

バ

ヤ

ン

指
揮
下
の
元
軍
を
蕪
湖
で 

防
御
す
る
と
の
極
め
て
欺
瞞
的
な
迎
撃
戦
に
従
軍
し
た
が

（
徳
祐
元
年
。
元
の
至
元
十
二
年 :

 

一
三
七
五
年
）
、
案
に
相 

違
し
て
惨
敗
を
喫
し
、
郷
里
の
天
台
（
浙
江
省
）
に
命
か
ら

が
ら
竄
逃
し
た
（
賈
似
道
は
こ
の
間
に
敗
戦
の
責
を
問
わ
れ

て
縊
殺
さ
れ
た
）。
滅
亡
後
の
胡
身
之
は
郷
里
に
隠
棲
し
て
出

仕
せ
ず
、『
通
鑑
』
に
注
を
施
す
こ
と
な
ど
に
専
念
し
た
、
と

言
わ
れ
る
。
け
だ
し
元
朝
に
対
す
る
態
度
に
お
い
て
、
前
出

の
謝
翺
や
後
出
の
鄭
思
肖
ら
と
は
、
流
石
に
や
や
似
た
と
こ

ろ
が
あ
り
は
す
る
も
の
の
、
結
局
、
対
照
的
な
人
物
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
『
通
鑑
』
へ
の
注
釈
に 

当
っ
て
も
、
南
北
抗
爭
と
り
わ
け
民
族
対
立
の
局
面
で
は
、 

慎
重
な
記
述
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。 

10
、
石
敬
瑭 

五
代
晉
（
後
晉

こ
う
し
ん :

 

九
三
六
～
九
四
六
）
の
高
祖 

（
在
位 :

 

八
九
二
～
九
四
二
）。
蒙
古
人
に
よ
る
中
国
支
配
の

遠
因
を
為
し
た
人
物
、
と
古
来
評
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と 

五
代
唐
（
後
唐 :

 

九
二
三
～
九
三
六
）
の
李
氏
と
同
じ
沙
陀 

族
（

突

厥

チ
ュ
ル
ク
ェ
ル

す
な
わ
ち
ト
ル
コ
の
一
派
）
出
身
の
一
武
将
の 

子
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
明
宗
（
李
嗣
源
）
に
寵
愛
さ
れ
て 

そ
の
女
婿
と
な
り
、
契
丹

キ
タ
ー
イ

（
遼
）
の
南
進
を
阻
止
す
る
任
務 

を
帯
び
て
晋
陽
（
＝
太
原
）
刺
史
に
任
じ
ら
れ
る
や
、
恐
ら

く
は
こ
の
地
の
産
出
鉄
鉱
を
蓄
財
基
盤
に
、
徐
々
に
独
立
政

権
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
明
宗
の
没
後
、
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そ
の
養
子
李
從
珂
（
後
唐
の
末
帝
）
が
帝
位
を
簒
奪
す
る
に

及
ん
で
公
然
と
自
立
を
表
明
し
、
仇
敵
の
契
丹
太
宗
（
耶
律

堯
骨
） 
と
連
携
し
て
末
帝
を
倒
し
、
終
に
後
晋
を
建
国
し
た
。

こ
の
時
契
丹
太
宗
と
の
間
に
結
ん
だ
契
約
が
、
の
ち
の
ち
ま

で
諸
王
朝
を
困
難
な
立
場
に
置
く
こ
と
に
な
る
。 

11
、
山
後
十
六
州
賂
契
丹 

「
山
後
十
六
州
」
は
い
わ
ゆ
る
「
燕 

 

雲
十
六
州
」
の
こ
と
で
、
石
敬
瑭
が
、
契
丹
（
遼
）
太
宗
の

冊
封
を
受
け
て
後
晉
を
建
国
す
る
に
際
し
（
九
三
六
年
）
、
契

丹
に
割
譲
し
た
領
土
。
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
八
〇
に
、「
石
敬 

 

瑭
遣
間
使
求
救
於
契
丹
、
令
桑
維
翰
草
表
稱
臣
於
契
丹
主
、 

 

且
請
以
父
禮
事
之
、
約
事
捷
之
日
、
割
盧
龍
一
道
及
雁
門
關

以
北
諸
州
與
之
。
劉
知
遠
諌
曰
、
稱
臣
可
矣
、
以
父
事
之
太

過
。
厚
以
金
帛
賂
之
、
自
足
致
其
兵
、
不
必
許
以
土
田
、
恐 

 

異
日
大
爲
中
國
之
患
、
悔
之
無
及
。
敬
瑭
不
從
。
表
至
契
丹
、 

 

譏
彈
主
大
喜
、
白
其
母
曰
、
兒
比
夢
石
郎
遣
使
來
、
今
果
然
、 

 

此
天
意
也
〔
＝
（
河
陽
節
度
使
の
）
石
敬
瑭
は
契
丹
へ
救
援

の
密
使
を
送
る
に
あ
た
っ
て
、（
節
度
使
書
記
の
）
桑
維
翰
に

親
書
を
認
め
さ
せ
た
。
そ
の
内
容
は
、
―
―
契
丹
に
対
し
て 

 

臣
下
を
自
称
し
、
契
丹
に
父
礼
を
も
っ
て
事
え
た
い
こ
と
、 

 

約
束
の
こ
と
が
成
就
し
た
暁
に
は
盧
龍
道
と
雁
門
関
以
北
の 

 

諸
州 

（
す
な
わ
ち
燕
雲
十
六
州
）
と
を
割
譲
さ
せ
て
ほ
し
い
、 

 

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。（
こ
れ
を
見
た
押
衙
の
）
劉
知
遠
は
、 

 

「
臣
下
を
自
称
な
さ
る
の
は
可
い
で
し
ょ
う
が
、
父
事
す
る
と

さ
れ
る
の
は
度
が
過
ぎ
ま
し
ょ
う
。
鄭
重
に
金
帛
を
賂
ら
れ

る
こ
と
で
援
軍
の
謝
礼
と
し
て
は
十
分
で
、
領
土
で
贖
わ
れ

る
に
は
及
び
ま
す
ま
い
。
こ
れ
で
は
後
日
大
い
に
中
国
の
患

い
と
な
る
は
必
定
、
そ
う
な
っ
て
か
ら
悔
い
た
と
て
、
取
り

返
し
は
つ
き
ま
す
ま
い
」
と
諌
め
た
が
、
敬
瑭
は
聴
き
入
れ

な
か
っ
た
。
さ
て
、
親
書
が
屆
く
や
、
契
丹
主
は
（
中
国
く 

み
し
易
し
と
し
て
）
大
い
に
喜
び
、
そ
の
母
（
淳
欽
皇
后
蕭 

氏
）
に
こ
う
報
告
し
た
、｢

児
わ
た
し

は
先
ご
ろ
石
君
が
使
い
を
寄 

越
す
の
を
夢
に
見
ま
し
た
け
れ
ど
、
正
夢
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
天
意
で
す
ね
」
と
〕」
（
後
晉
紀
一
、
天
福
元
年
秋
七

月
）
と
北
の
政
権
に
対
す
る
南
方
政
権
の
卑
屈
と
当
惑
が
活 

写
さ
れ
て
い
る
。 

果
せ
る
か
な
、
こ
の
時
の
劉
知
遠
（
の
ち
の
後
漢

こ
う
か
ん

高
祖
） 

の
懸
念
ど
お
り
に
、
こ
の
十
六
州
が
北
宋
に
と
っ
て
実
に
重

い
桎
梏
と
な
る
反
面
、
や
が
て
元
の
版
図
拡
大
の
遠
因
と
な

っ
た
と
の
歴
史
認
識
が
元
代
に
は
一
般
的
だ
っ
た
如
く
で
あ

る
。
胡
三
省
も
先
の
欠
文
（
正
確
に
は
、
十
六
字
分
を
欠
文
） 
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の
後
に
、「
今
之
疆
理
、
西
越
益
・
寧
、
南
盡
交
・
廣
、
至
于

海
外
、
皆
石
敬
瑭
捐
割
關
隘
以
啓
之
也
、
其
果
天
意
乎
〔
＝

現
在
（
大
元
国
）
の
版
図
が
西
は
四
川
・
雲
南
、
南
は
安
南
・

広
東
か
ら
、
海
（
界
）
外
に
ま
で
至
っ
た
の
も
、
も
と
は
石

敬
瑭
が
（
燕
雲
十
六
州
を
）
辺
鄙
な
地
と
し
て
見
捨
て
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
の
で
あ
っ
て
、「
天
意
」
な
ど
と
は
無

縁
で
あ
ろ
う
〕」
と
注
記
し
て
い
る
。
実
際
、
燕
雲
の
地
で
は

鉄
が
産
出
し
、
そ
れ
が
遼
・
金
お
よ
び
蒙
古
の
強
大
化
に
寄

与
し
た
と
の
解
釈
、
今
日
の
常
識
で
あ
る
。 

12
、
漢
人
言
、
…
…
皆
見
於
書 
「
漢
人
」
は
班
固
（
三
二
～ 

九
二
）
の
こ
と
。
『
漢
書
』
藝
文
志
の
「
春
秋
」
条
に
、「
春

秋
所
貶
損
大
人
、
當
世
君
臣
、
有
威
權
勢
力
、
其
事
實
皆
形

於
傳
、
是
以
隱
其
書
而
不
宣
、
所
以
免
時
難
也
〔
＝
『
春
秋
』

が
非
難
し
て
い
る
大
人
と
い
う
の
は
、
当
時
の
君
臣
の
う
ち

威
權
と
勢
力
と
を
持
っ
て
い
た
人
々
の
こ
と
で
、
彼
等
の
行

状
は
す
べ
て
伝
（
＝
注
）
に
明
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
そ

の
書
物
は
隠
匿
さ
れ
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ

れ
が
喪
失
の
難
を
免
れ
た
理
由
で
あ
る
〕」
と
言
う
。 

班
固
は
こ
こ
で
先
秦
に
お
け
る
伝
書
の
か
ら
く
り
を
闡
明 

し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の 

〝
史
実
〟 

が
も
つ
意
味
は
単
に 

伝
書
の
経
緯

ゆ
く
た
て

た
る
に
止
ま
ら
な
い
。
次
注
13
を
参
照
さ
れ
た 

い
。 

13
、
定
哀
之
間
多
微
辭
矣 

 

『
春
秋
』
公
羊
傳
の
定
公
元
年
の 

 

伝
に
「
定
哀
多
微
辭
、
主
人
習
其
讀
而
問
其
傳
、
則
未
知
己 

之
有
罪
焉
爾
〔
＝
定
（
公
）
哀
（
公
）
に
微
辞
多
し
。
主
人 

其
の
読
を
習
ふ
も
、
其
の
伝
を
問
へ
ば
、
則
ち
未
だ
己
の
罪
焉こ

こ 

に
有
る
を
知
ら
ざ
る
の
み
〕」
と
あ
る
。
今
こ
れ
を
、
何
休
注

に
そ
っ
て
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
お
け
ば
、〈
春
秋
晩
期
の
い
わ 

ゆ
る
所
見
世
す
な
わ
ち
定
公
や
哀
公
の
時
代
の
紀
事
に
は
、 

隠
微
な
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。
だ
が
当
の
定
公
・
哀
公
は
、 

仮
に
「
読
」
す
な
わ
ち
『
春
秋
』
経
文
を
習
っ
た
う
え
で
「
伝
」

す
な
わ
ち
そ
の
訓
詁
（
解
釈
）
を
尋
ね
た
と
し
て
も
、
自
身

の
罪
が
そ
こ
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
〉
と
で
も
な
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
孔
子
の
手
で

『
春
秋
』
経
文
に
織
り
込
ま
れ
た
「
微
辞
」
な
る
も
の
は
か
く

ま
で
「
隱
（
＝
暗
示
）」
な
の
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

公
羊
伝
は
ま
た
「
其
詞
、
則
丘
有
罪
焉
耳
〔
＝
其
の
詞
は
、 

則
ち
（
孔
）
丘
に
罪
有
り
〕」
（
昭
公
十
二
年
）
と
言
い
、
さ

ら
に
「
所
見
異
辭
、
所
聞
異
辭
、
所
傳
聞
異
辭
〔
＝
所
見
（
の 

世
に
）
は
辞
を
異
に
し
、
所
聞
（
の
世
に
）
は
辞
を
異
に
し
、 
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所
伝
聞
（
の
世
に
）
は
辞
を
異
に
す
〕」（
隱
公
元
年
、
哀
公

十
四
年
）
と
も
言
う
。
こ
れ
ら
の
言
辞
と
先
注
12
に
お
け
る

〈
伝
書
の
経
緯
〉
と
の
間
に
は
、
け
だ
し
顧
炎
武
の
内
部
に
あ

っ
て
密
接
な
関
係
が
介
在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
す
な
わ

ち
、
―
―
孔
子
は
、「
所
聞
」
世
・
「
所
伝
聞
」
世
に
お
け
る

毀
貶
の
事
柄
に
つ
い
て
は
「
其
事
實
皆
形
於
傳
」
に
托
し
「
以

隱
其
書
而
不
宣
」
し
た
が
、「
所
見
」
世
に
係
る
記
述
で
は
「
讀
」

す
な
わ
ち
経
文
に
「
微
辞
」
を
多
用
す
る
こ
と
で
い
わ
ゆ
る

微
言
大
義
の
実
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
の
が
恐
ら
く

は
顧
炎
武
の
見
解
な
の
で
あ
る
。 

14
、
不
知
其
人
…
…
論
其
世
也  

『
孟
子
』
萬
章
下
中
の
著
名 

 

な
一
節
い
わ
ゆ
る
「
尚
友
」
説
で
あ
り
、
諸
家
が
孟
子
の
文

学
論
な
り
と
て
従
来
繰
り
返
し
引
く
所
の
「
知
人
論
世
」
説 

 

の
一
節
で
あ
る
が
、
い
ま
顧
炎
武
は
、
こ
れ
を
引
く
こ
と
で
、 

 

「
古
文
未
正
之
隱
」
に
立
ち
向
か
う
者
の
態
度
を
明
示
し
よ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。
煩
を
厭
わ
ず
に
、『
孟
子
』
か
ら
そ
の
箇

所
の
全
文
を
見
て
お
こ
う
。「
一
郷
之
善
士
、
斯
友
一
郷
之
善

士
、
一
國
之
善
士
、
斯
友
一
國
之
善
士
、
天
下
之
善
士
、
斯

友
天
下
之
善
士
、
以
友
天
下
之
善
士
爲
未
足
、
又
尚
論
古
之 

人
、
頌
其
詩
、
讀
其
書
、
不
知
其
人
可
乎
、
是
以
論
其
世
也
、 

是
尚
友
〔
＝
一
郷
の
善
士
は
、
斯

す
な
は

ち
一
郷
の
善
士
を
友
と
し
、 

一
国
の
善
士
は
、
斯
ち
一
国
の
善
士
を
友
と
し
、
天
下
の
善

士
は
、
斯
ち
天
下
の
善
士
を
友
と
す
。
天
下
の
善
士
を
友
と

す
る
を
以
て
未
だ
足
ら
ず
と
為
す
や
、
又
た
古
の
人
を
尚
論

す
。
其
の
詩
を
頌
し
其
の
書
を
読
む
も
、
其
の
人
を
知
ら
ざ

る
、
可
な
ら
ん
か
。
是
を
以
て
其
の
世
を
論
ず
る
な
り
。
是

れ
尚
友
な
り
〕」 

過
去
の
人
々
と
友
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
人
人
の
時
代

に
通
暁
し
、
彼
等
の
環
境
や
為
人
・
行
動
様
式
な
ど
を
よ
く

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
り
、
か
よ
う
な
主

張
こ
そ
は
即
ち
本
条
に
お
け
る
顧
炎
武
の
そ
れ
に
符
合
す
る
。 

15
、
習
其
讀
而
不
知 

 

注
13
参
照
。 

16
、
無
爲
貴
君
子
矣 

こ
こ
の
「
爲
」
は
「
謂
」
に
通
ず
る
か
。 

17
、
鄭
所
南
心
史 

 

鄭
思
肖
（
一
二
四
一
～
一
三
一
八
）
は
、 

宋
末
・
元
初
の
福
州
連
江
の
人
。
思
肖
（
＝
思
趙
の
意
）
の

名
・
所
南
な
る
号
が
示
す
よ
う
に
亡
宋
へ
の
忠
心
を
堅
持
し
、

遺
民
と
し
て
の
生
涯
を
送
っ
た
。
そ
の
伝
は
『
四
庫
全
書
總

目
提
要
』
巻
一
百
七
十
四
「
心
史
」
条
お
よ
び
『
新
元
史
』

巻
一
百
三
十
八
に
辛
う
じ
て
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
太
學
上

舍
生
の
身
分
で
博
学
宏
詞
科
に
応
じ
た
が
及
第
せ
ぬ
ま
ま
に
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宗
元
の
鼎
革
に
遭
っ
た
。
路
上
に
「
北
」
の
語
を
耳
に
し
た

だ
け
で
耳
を
掩
っ
て
逃
げ
去
っ
た
と
い
う
ほ
ど
だ
っ
た
か
ら
、

友
人
の
趙
孟
頫
（
一
二
五
四
～
一
三
二
二
）
が
元
朝
に
出
仕

し
た
こ
と
を
激
し
く
論
難
し
、
自
ら
は
生
涯
を
通
じ
て
妻
帯

せ
ず
、
自
室
に
「
本
穴
世
界
」
つ
ま
り
「
大
宋
世
界
」
な
る

扁
額
を
掲
げ
て
書
画
三
昧
の
隠
棲
を
続
け
た
。
主
著
の
『
心

史
』 

四
巻
は
、
種
族
意
識
の
濃
厚
な
詩
文
に
充
た
さ
れ
い
る
。

始
め
て
世
に
現
れ
た
の
は
所
南
の
没
後
実
に
三
世
紀
余
を
経 

た
明
末
の
崇
禎
十
一
年
（
一
六
三
八
年
）
の
こ
と
で
あ
り
、 

明
末
清
初
の
時
代
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
ば
か
り
か
、
三

百
年
後
の
清
末
民
国
初
に
至
っ
て
ふ
た
た
び
民
族
意
識
を
鼓

舞
す
る
に
役
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
、
顧
炎
武
に
は
「
井
中
心
史
歌
」
と
題
す
る
一

首
が
あ
っ
て
（
『
亭
林
詩
集
』
巻
六
）、
そ
の
序
文
に
「
崇
禎

十
一
年
冬
、
蘇
州
府
城
中
承
天
寺
以
久
干
浚
井
、
得
一
凾
。

云
云
〔
＝
崇
禎
十
一
年
（
一
六
三
八
年
）
の
冬
、
蘇
州
府
治

の
城
中
な
る
承
天
寺
境
内
の
井
戸
が
長
ら
く
枯
れ
て
い
た
の

で
、こ
れ
を
浚
っ
て
み
る
と
一
盒
の
凾
が
出
て
き
た
。
云
云
〕」

と
あ
り
、
ま
た
詩
本
文
に
、「
有
宋
遺
臣
鄭
思
肖
、
痛
哭
胡
元

移
九
廟
。
…
…
胡
虜
從
來
無
百
年
、
得
逢
聖
祖
再
開
天
。
…

…
〔
＝
有
宋
の
遺
臣
鄭
思
肖
、
痛
哭
す
胡
元
の
九
廟
を
移
す

を
。
…
…
胡
虜
従
来
百
年
な
る
無
く
、
聖
祖
の
再
た
天
を
開

か
る
る
に
逢
ふ
を
得
た
り
。
…
…
〕」
と
言
う
。 

18
、
未
有 

「
未
」
は
蓋
し
衍
字
で
あ
ろ
う
。
『
心
史
』
巻
下 

雜
文
の
「
文
丞
相
敘
」
条
に
は
、「
公
自
徳
祐
二
年
陷
虜
北
行
、 

作
指
南
集
。
景
炎
三
年
陷
虜
、
作
指
南
後
集
。
公
筆
以
授
戴 

俊
卿
。
公
自
敘
本
末
•
•

、
有
稱
•
•

賊
曰
大
國
曰
丞
相
又
自
稱
天
祥
、 

皆
非
公
本
語
。
舊
本
皆
直
斥
虜
酋
名
、
不
書
其
僭
僞
語
、
觀

者
不
可
不
辨
。
必
蔽
於
賊
者
、
畏
禍
易
爲
平
話
耳
」(

傍
点
は

引
者)

と
な
っ
て
い
て
、
も
と
も
と
「
未
」
字
が
無
か
っ
た
の

を
、「
本
末
有
稱
」
の
「
末
」
字
に
紛
れ
て
「
本
末
未
有
稱
」

と
誤
っ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
但
し
、
今
は
「
未
」
字
を
そ

の
ま
ま
に
、
解
し
て
お
く
。 

19
、
傳
書
者
所
改 

 

前
掲
注
６
の
『
文
山
先
生
全
集
』
の
韓 

雍
刻
本
（
明
、
景
泰
六
年
、
一
四
四
五
年
刊
）・
張
元
瑜
刻
本

（
明
、嘉
靖
三
十
九
年 :

 

一
五
六
〇
年
刊
）を
指
す
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
韓
雍
や
張
元
瑜
の
輩
徒
が
半
可
通
の
知
識
で
も

っ
て
、
い
わ
ば
感
情
の
み
に
ま
か
せ
て
原
書
を
妄
改
し
た
、

と
顧
炎
武
は
言
う
の
で
あ
り
、
次
引
の
『
金
史
』
の
場
合
が

か
え
っ
て
原
書
に
忠
実
な
の
と
好
対
照
を
な
す
、
と
言
っ
て
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い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

20
、
金
史
、
修
史
者 

『
遼
史
』『
金
史
』『
宋
史
』
は
元
、
順 

宗
の
至
正
三
年
（
一
三
四
三
年
）
～
五
年
（
一
三
四
五
年
）

の
倉
卒
の
間
に
阿
魯
圖
を
総
纂
官
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
（
『
遼

史
』
附
「
修
三
史
詔
」「
進
遼
史
表
」
お
よ
び
『
金
史
』
附
「
進

金
史
表
」
、『
宋
史
』
附
「
進
宋
史
表
」
等
を
参
照
）。
う
ち
『
金

史
』
に
つ
い
て
、
顧
炎
武
は
次
の
よ
う
に
言
う
、「
金
史
大
抵

出
劉
祁
・
元
好
問
二
君
之
筆
、
亦
頗
可
視
、
然
其
中
多
重
見

而
渉
於
繁
者
。
…
…
金
與
元
連
兵
二
十
餘
年
、
書
中
雖
稱
大

元
、
而
内
外
之
旨
、
截
然
不
移
。
是
金
人
之
作
、
非
元
人
之

作
、
此
其
所
以
爲
善
〔
＝
『
金
史
』
は
お
お
む
ね
劉
祁
と
元

好
問
の
（
『
歸
潛
志
』
お
よ
び
『
人
心
雜
編
』
の
）
文
章
を
も

と
に
し
て
い
て
、
な
か
な
か
に
見
所
が
あ
る
の
だ
が
、
中
に

重
複
や
煩
瑣
に
亘
る
も
の
が
あ
る
。
…
…
金
国
は
、
も
と
も

と
元
国
と
同
盟
の
関
係
を
二
十
年
に
わ
た
っ
て
続
け
た
か
ら
、

紀
事
の
中
で
「
大
元
」
と
い
っ
た
（
不
穏
当
な
尊
称
の
）
語

が
見
え
る
け
れ
ど
も
、
内
政
・
外
交
の
分
別
は
截
然
と
つ
け 

ら
れ
て
い
る
。『
金
史
』
が
金
国
の
人
の
手
で
書
か
れ
て
い
て
、 

元
国
の
人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ

が
『
金
史
』
を
善
史
に
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
〕」
（
『
日
知 

録
』
巻
二
十
六
）
と
総
じ
て
好
意
的
な
評
価
を
下
し
て
お
り
、 

そ
れ
は
後
年
ま
た
趙
翼
『
二
十
二
史
箚
記
』
巻
二
十
七
に
も

「
金
史
、
敍
事
最
詳
核
、
文
筆
亦
極
老
潔
、
迥
出
宋
元
二
史
之

上
。
云
云
」
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。 

21
、
劉
元
海
・
石
季
龍
…
…
自
避
唐
諱 

五
胡
漢
（
＝
前
趙 : 

 

三
〇
四
～
三
二
九
）
の
高
祖
光
文
帝
劉
淵
（
在
位 :

 

三
〇
四

～
三
一
〇
）
と
後
趙
（
三
二
九
～
三
五
〇
）
の
太
祖
武
帝
石

虎
（
在
位 :

 

三
三
四
～
三
四
九
）
の
こ
と
。
前
者
は
匈
奴
冒

頓
単
于
の
後
裔
で
あ
り
、
後
者
は
匈
奴
の
一
支
族
羯
の
出
で
、

石
勒
（
後
趙
高
祖
、
在
位 :

 

三
二
九
～
三
三
三
）
の
一
族
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
晉
書
』
は
唐
の
太
宗
李
世
民
の
勅
命
に

よ
っ
て
房
元
齡
・
李
延
壽
ら
が
い
わ
ゆ
る
十
八
家
晋
史
を
主

要
参
考
書
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
劉
淵
の

「
淵
」
字
と
石
虎
の
「
虎
」
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
唐
の
高
祖
李
淵

と
景
皇
帝
李
虎
（
＝
高
祖
李
淵
の
始
祖
李
暠
、
字
は
玄
盛
。

『
魏
書
』
巻
九
十
九
参
照
）
の
諱
を
冒
す
と
こ
ろ
か
ら
、
忌
避

さ
れ
て
「
元
海
」「
季
龍
」
と
字
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
た
、
と

い
う
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
が
、
顧
炎
武
は
存
外
、
唐 

 

朝
李
氏
の
祖
た
る
李
虎
（
＝
李
暠
）
が
北
方
遊
牧
民
の
一
で 

あ
る
鮮
卑

セ

ル

ビ

族
（
＝
モ
ン
ゴ
ル
系
の
遊
牧
民
族
）
の
出
身
で
あ 
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っ
た
こ
と
、
に
拘
泥
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 

22
、
唯
通
鑑
并
改
從
本
名 

 

顧
炎
武
に
は
『
資
治
通
鑑
』
を
好 

感
を
も
っ
て
評
し
た
文
章
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

紀
伝
体
断
代
史
よ
り
も
編
年
体
通
史
を
重
視
す
る
顧
氏
の
立

場
に
応
じ
て
い
よ
う
。 

  【
現
代
語
訳
】 

① 

陸
機
は
、『
弁
亡
論
』
の
中
で
（
旧
敵
の
）
晋
国
の
軍
勢
の

こ
と
を
、
上
篇
で
は
「
王
師
」
と
呼
び
な
が
ら
下
篇
で
は
（
こ

れ
を
区
別
し
て
）「
強
寇
」
と
呼
ん
で
い
る
。
（
だ
が
、
こ
う

し
た
例
は
実
は
他
に
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
―
―
） 

② 
 

文
（
天
祥
）
信
国
の
『
指
南
録
』
序
に
見
え
る
「
北
」
字

は
す
べ
て
「
鹵
（
＝
虜
）」
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

後
人
は
そ
の
意
図
す
る
所
を
理
解
し
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ

ら
は
改
正
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。（
ま
た
）
謝
皐
羽

の
「
西
台
慟
哭
記
」
で
は
、
も
と
も
と
は
「
文
信
公
」
と
呼

ぶ
べ
き
と
こ
ろ
を
わ
ざ
と
「
顏
魯
公
」
と
呼
び
、
も
と
も
と

「
季
宋
」
と
言
う
べ
き
を
「
季
漢
」
と
し
て
い
る
。 

以
上
の
例
は
み
な
後
人
に
よ
っ
て
正
し
く
改
め
ら
れ
る
こ

と
を
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

胡
三
省
は
、『
資
治
通
鑑
』
に
注
し
て
、
巻
二
百
八
十
の
「
石

敬
瑭
が
燕
雲
十
六
州
を
契
丹
へ
の
賄
賂
と
し
て
割
譲
し
た
」

と
の
く
だ
り
で
、「
こ
の
後
、
遼
は
晋
を
滅
ぼ
し
、
金
が
宋
を

破
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
に
一

行
（
十
六
字
分
）
を
欠
文
と
し
て
い
る
。
思
う
に
、
蒙
古
が

金
を
滅
ぼ
し
宋
を
奪
い
取
っ
て
天
下
を
統
一
し
た
、
と
記
す

は
ず
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
を
忌
み
嫌
っ
て
書
か

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
後
人
の
補
完
を
待
っ
て

い
る
文
章
な
の
で
あ
る
。 

漢
代
の
人
班
固
は
こ
う
言
っ
て
い
る
、「
『
春
秋
』
で
非
難

さ
れ
て
い
る
大
人
た
ち
は
、
み
な
当
時
の
君
主
で
あ
り
重
臣

で
あ
っ
て
、
権
力
と
勢
力
と
を
兼
ね
持
っ
た
人
々
で
あ
っ
た

が
、
彼
等
の
行
状
は
み
な
伝
注
に
書
き
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
」

と
。『
春
秋
』
も
末
期
の
い
わ
ゆ
る
所
見
の
世
の
定
公
・
哀
公

の
時
代
の
記
述
に
は
微
言
が
多
い
（
と
は
「
公
羊
伝
」
の
言

い
ぐ
さ
だ
が
）
道
理
で
あ
る
。（
春
秋
時
代
末
期
末
で
さ
え
こ

の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
）
ま
し
て
や
そ
れ
以
降
の
、
歴
代
王
朝

の
交
代
期
と
も
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。 

『
孟
子
』
萬
章
篇
に
「（
古
人
の
詩
を
吟
唱
し
書
を
読
み
な
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が
ら
、）
そ
の
為
人
や
ら
時
代
や
ら
を
理
解
し
な
く
て
よ
い
も

の
だ
ろ
う
か
。
さ
れ
ば
こ
そ
そ
の
時
代
を
考
究
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
も
の
を
読
む
こ
と
を
習
い

と
し
て
い
て
も
そ
の
書
が
成
っ
た
背
景
へ
の
理
解
が
な
い
の

で
は
、
君
子
を
貴
ぶ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

③ 

鄭
思
肖
は
『
心
史
』（
巻
下
雜
文
の
「
文
丞
相
敘
」
条
）
に

文
丞
相
の
こ
と
を
記
し
て
こ
う
言
っ
て
い
る
、「
公
は
『
指
南

録
』
の
本
末
を
述
べ
た
中
で
、
か
の
国
（
＝
蒙
古
）
に
関
し

て
大
国
だ
の
丞
相
だ
の
と
い
っ
た
語
は
見
あ
た
ら
ず
、
さ
ら

に
自
身
の
こ
と
を
天
祥
と
称
し
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
公
の
本
来
の
言
葉
で
は
な
い
。
旧
本
が
ひ
と
し
な
み
に
か

の
国
の
族
長
の
名
を
削
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
」
と
。
し 

て
み
る
と
、
今
日
伝
わ
る
集
本
（
＝
文
山
先
生
詩
文
集
）
は
、 

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
こ
の
書
を
伝
え
た
者
が
（
無
批
判
に
）
改

め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

④ 

『
金
史
』
の
紇
石
烈
牙
吾
塔
伝
に
、「
北
中
も
亦
た
唐
慶
等

を
し
て
往
来
し
和
を
議
せ
し
む
」
と
あ
り
、
完
顏
合
達
伝
に

「
北
中
の
大
臣
與
地
図
を
以
て
之
に
指
示
す
」
と
あ
り
、
ま
た

完
顏
賽
不
伝
に
「
按
ず
る
に
、
春
北
中
よ
り
逃
回
す
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
「
北
中
」
な
る
語
は
意
味
を
な
さ
な
い
。

思
う
に
「
鹵
（
＝
虜
）
中
」
の
意
味
で
あ
る
の
を
、
批
判
力

を
欠
く
編
纂
者
が
金
人
の
記
述
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
の
で

あ
ろ
う
。 

⑤ 

『
晉
書
』
記
載
第
一
の
劉
元
海
伝
・
第
六
の
石
季
龍
伝
で
、 

歴
史
記
述
者
は
唐
代
の
帝
諱
を
当
然
避
け
て
い
る
が
、
後
世

の
引
用
者
た
ち
は
そ
の
こ
と
の
意
味
を
理
解
せ
ず
、
原
文
の

ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
『
資
治
通
鑑
』
だ
け
が
い
ち
い

ち
を
改
め
て
本
名
に
返
し
て
い
る
。 

〔
担
当 

後
藤
英
明
〕 

  【
追
記
】 

清
初
詩
壇
の
盟
主
の
一
人
王
漁
洋
（
一
六
三
四
～
一
七
一
一
）

の
「
冬
日
偶
然
作
」
詩
四
首
其
一
に
、 

 
 

典
午
下
蠶
室 

典
午 

蚕
室
に
下
り
て
は
、 

 
 

坎
壈
誰
見
知 

 

坎
壈 

誰
に
か
知
ら
れ
し
。 

 
 

發
憤
傳
貨
殖 

発
憤
し
て
貨
殖
を
伝
ふ
る
は
、 

 
 

千
古
同
悲
噫 

 

千
古
し
て
悲
噫
を
同
じ
う
す
。 

と
あ
る
。
司
馬
遷
が
甞
め
た
発
憤
著
書
の
辛
酸
は
、
自
来
千
年

を
経
た
今
日
で
も
同
じ
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
け
だ
し
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漁
洋
山
人
に
と
っ
て
こ
れ
は
切
実
な
感
慨
だ
っ
た
に
違
い
な
い

の
だ
が
、
か
よ
う
な
物
言
い
に
接
す
る
都
度
、
私
は
、
あ
の
『
燕

山
夜
話
』『
三
家
村
札
記
』
の
類
つ
ま
り
こ
の
国
一
流
の
「
寓
意

文
学
」
だ
の
「
諷
諫
文
学
」
だ
の
を
思
い
出
し
て
、
う
ん
ざ
り

さ
せ
ら
れ
、
こ
の
文
明
の
卑
調
．
．
に
辟
易
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の

だ
。 い

っ
た
い
中
国
の
文
学
は
、
と
も
す
れ
ばliterature

で
は
な

く
し
てletters

の
同
義
語
と
し
て
の
、
よ
り
原
初
的
な
「
文
学
」

の
位
置
に
留
ま
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
ひ
と
り
古
典

の
世
界
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
近
・
現
代
お
よ
び

現
在
只
今
に
お
い
て
も
ま
た
顕
著
で
あ
る
。
さ
よ
う
な
「
文
学
」

に
お
け
るallegory

な
ら
ざ
る
「
寓
意
」
や
似
非satire

の
「
諷 

刺
」
等
々
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
表
現
技
法
と
し
て
の
「
典
故
」 

（
普
通

classical allusion

な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、 

む
し
ろpedantry in letters

と
で
も
訳
出
し
た
が
よ
ろ
し
い
） 

は
、
例
え
ば
禁
忌
の
旧
窠
と
如
何
に
葛
藤
し
て
来
た
、
は
た
ま

た
ど
う
掙
扎
し
て
い
る
、
の
で
あ
ろ
う
か
。
要
す
る
所
、
司
馬

遷
の
よ
う
に
王
漁
洋
の
よ
う
に
韜
晦
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け

で
は
な
い
の
か
。 

文
学
な
ど
と
い
う
、
所
詮
〈
虚
業
〉
に
す
ぎ
ぬ
営
為
が
そ
の

無
用
の
本
性
に
徹
す
る
つ
も
り
な
ら
、
せ
い
ぜ
い
タ
ブ
ー
に
果

敢
に
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
で
、
己
が
ア
リ
バ
イ
証
明
を
試
み
る

の
が
分
相
応
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
堂
々
た
る
〈
実

業
〉
と
し
て
の
中
国
「
文
学
」
は
、
勿
論
さ
よ
う
な
ア
リ
バ
イ

証
明
と
い
っ
た
姑
息
を
断
固
拒
否
し
つ
づ
け
て
き
た
。
そ
れ
故
、

中
国
文
学
研
究
の
徒
た
る
我
々
が
今
日
な
お
「
典
故
」
の
訓
詁

す
な
わ
ち
「
索
隠
」
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
の
は
、
我
々

自
身
の
無
能
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
中
国
「
文
学
」
の
お
ぞ

ま
し
さ
に
因
る
所
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
（
繰
り
返
し
言
っ
て

お
く
が
、
い
わ
ゆ
る
近
・
現
代
文
学
も
、
ま
た
お
ぞ
ま
し
い
「
文

学
」
臭
芬
々
た
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
）。 

思
え
ば
『
詩
』
毛
伝
に
始
ま
っ
て
『
史
記
』
索
隱
と
言
い
「
十 

三
経
」
注
疏
と
言
い
、
果
て
は
『
紅
楼
夢
』
索
隱
に
至
る
ま
で
、 

お
よ
そ
中
国
「
文
学
」
の
徒
た
る
者
、
時
に
牽
強
付
会
の
雑
じ

る
こ
れ
ら
穿
鑿
と
い
う
砂
を
噛
む
よ
う
な
労
作
を
、
古
今
の
別

な
く
よ
く
も
ま
ぁ
辛
抱
強
く
保
持
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
穿

鑿
索
隱
が
一
概
に
不
毛
で
あ
る
と
は
言
わ
ね
、
さ
よ
う
な
一
種

の
の
ぞ
き
見
趣
味
の
如
き
作
業
が
研
究
の
主
流
た
り
続
け
る
所

に
、
中
国
「
文
学
」
本
体
お
よ
び
そ
の
研
究
の
不
健
全
さ
が
あ

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
我
々
と
し
て
は
、
少
な
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く
も
何
の
た
め
の
「
寓
意
」「
諷
刺
」
で
あ
る
の
か
、
言
い
換
え

れ
ば
、「
典
故
」
の
背
後
に
表
現
者
の
如
何
な
る
事
情
が
潜
ん
で

い
る
の
か
、
そ
れ
を
闡
明
し
て
く
れ
よ
う
と
い
っ
た
覚
悟
ぐ
ら

い
は
、
最
低
限
も
っ
て
い
た
い
も
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
か
よ
う
な
事
柄
の
詮
議
は
と
も
あ
れ
、
本
条
に
お
け

る
顧
炎
武
の
姿
勢
が
タ
ブ
ー
へ
の
挑
戦
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い

は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
蓋
し
清
代
考
証
学
と
い
う
「
文
学
」
の

根
元
的
な
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
端
を
、
こ
こ
に
認
め
て
も
よ
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
こ
そ
、
文
天
祥

や
鄭
所
南
を
取
り
上
げ
た
顧
炎
武
が
、
趙
孟
頫
・
虞
集
・
劉
須

溪
・
倪
瓚
・
楊
維
禎
・
徐
禎
卿
と
い
っ
た
人
々
の
文
学
、
就
中 

こ
れ
ら
の
人
々
が
困
難
な
状
況
下
に
重
ね
た
表
現
上
の
工
夫
、 

に
対
し
て
冷
淡
で
あ
る
か
に
見
え
る
こ
と
へ
の
疑
問
も
、
自
ず

と
氷
解
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 

 

〔
宮
内 

保
〕 
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